保健体育科テーマ「一人ひとりが主体的に取り組み、保健体育の面白さを実感できる授業デザイン―共生の視点を取り入れた男女共習の学習活動を通して－」

２年２組　保健体育科学習指導案

日　時　2020年7月17日（金）4校時
授業者　田港　朝也　　　　　　　　 
１　単元名　健康な生活と病気の予防「薬物乱用と健康」
２　単元で育成したい資質・能力
　　学習で得た知識を生かし、状況を適切に判断し、実践しようとする力
３　教材について
　　全国で覚せい剤を使用して検挙された人員は平成30年度10.030人(H28年10.607人、H29年10.284人)と4年連続で減少している。一方で、大麻使用は3.762人(同2.722人、3.218人)と6年連続で増加している。これは少年にも同様の傾向で、中学生でH28年2人、H29年2人、H30年7人。高校生では32人、53人、74人と年々増加している(厚生労働省集計)。
県内でも大麻によりH30年81人、H31年137人が検挙されている(県警組織犯罪対策課)。2019年8月には、高校生7名含む未成年者10名が相次いで摘発されたことは記憶に新しい。未成年である中高生のすぐそばまで、薬物が流通している現状が浮き彫りとなっている。
　　本単元は、主に乱用される薬物として覚せい剤や大麻を取り上げ、「幻覚を伴った激しい急性の錯乱状態や急死などを引き起こすこと、連用による中断時に苦痛を感じる依存症状があることなどを理解させたい。さらに、心身の健全な発育や人格の形成を阻害し、社会への適応能力や責任感の発達を妨げるため、暴力、非行、犯罪など家庭・学校・地域にも深刻な影響を及ぼす」ことも理解させたい。そこで、このような悪影響があるにもかかわらず、なぜ使用してしまうのかについて考えさせ、好奇心などの心理状態、断りにくい人間関係、宣伝や広告、入手のしやすさなどの社会環境が助長していることに触れ、それらに適切に対処する必要があることを理解させたい。
４　生徒の実態
通常登校が再開して１ヶ月が経過しようとしている。ようやく新しい学級として軌道に乗り始めたところで、だんだんとお互いの個性が見えだし集団生活をする上での楽しさや難しさを感じている頃である。数日前には「薬物乱用防止教室」が実施され、薬物の危険性や害について、入手経路や中毒症状、依存性について確認したばかりである。
　　本学級は、授業中にもよく発表や意見が出る活発なクラスである。男女の仲も良く授業や行事にも協力して取り組める。教師の問いに対して様々な考えが返ってくるので、多様な考えに触れることが出来る。一方で、活発なあまり指示が通るまでに時間がかかるという課題もある。パフォーマンス課題や学習課題に対して、活発な議論を交わしながら没頭する姿に期待したい。
５　本時の授業構造（これまでとこれから）
	これから

	高等学校
	現代社会と健康「薬物乱用と健康」

乱用を防止するには正しい知識、価値観や規範意識、法的な規制や行政的な対応が必要であることを理解する。


　「薬物乱用と健康」からみた授業構造
	これまで

	小学校
	病気の予防「薬物乱用と健康」

一回の乱用でも死に至ること、乱用を続けると止められなくなり、心身の健康に深刻な影響を及ぼすことを理解する。

	中学校

(中２)
	健康な生活と疾病の予防
「薬物乱用と健康」
錯乱状態、急死を引き起こすこと、依存性があること、健全な発育や人格形成、家族にも深刻な影響を及ぼすことを理解する。


	実生活に役立てることができる


６　本時のねらい
 (1)　薬物の正体や特性について理解する。
 (2)　薬物に手を染める原因や背景について理解し、自身への誘惑があったときどのように対応するのかについて自分ごととして捉える。
７　本時のみどころ
　　グループで議論し、薬物容器のパッケージを作成し購入意欲をなくすメッセージを示すところ。
８　本時の学習活動
	分
	学習の流れと生徒の活動
	活動の支援
評価など

	7
10
20
30
40
45
49
	・発問①「いけないとはわかっているが、ついついやってしまう自分っている？」
・ワークシートの配布
・自分の考えをまとめる（はじめの考え）。
・写真を見せながら誘惑。⇒写真がMDMAであることを知らせる。
・発問②「薬物乱用者の入り口は、どんな気持ちではじめたと思いますか？」
・全体でシェア。⇒　板書に残し全体で共有。
・本時の題材名の確認。
【エキスパート活動】（エキスパ課題についても解答する）
エキスパートＡ
エキスパートＢ
エキスパートＣ
【体や心への害？】
薬物の種類や心身への影響、主な俗称、脳への作用、値段などを表現できるようにする。
【あなたも家族も壊す…】
依存性の怖さや、薬が切れたときの症状、社会への悪影響などを表現できるようにする。
【心のスキを狙ってる!?】
薬物へ手を出すきっかけや、心理状態、人間関係、社会環境などを表現できるようにする。
【ジグソー活動】
・エキスパート活動で獲得した情報を共有。グループでジグソー課題にチャレンジ。
【クロストーク活動】
・ジグソー課題に解について共有。
【学習課題について終わりの考えをまとめる】
・パワーポイントでまとめ。
・学習課題に対する最終的な自分の考えをワークシートに記入する。（おわりの考え）
・感想。今の自分に必要な「知識や技能」等をまとめ、学習を振り返る。
・最後に一問「“違法”でなければ薬物を使おうと思いますか？」
・動画視聴(密着24時沖縄県の薬物乱用者の錯乱状態を視聴)　⇒　感想発表
【次時の確認】
	・興味を引く
・教師談も
・心の弱さを捉える。
・数名に発表
・板書に残す
・出てきた意見を板書。
・他者の意見と関連づけ、多角的・多面的に考えている。【評価】
・板書に戻り最初の考えとの変化を押さえる。


９　期待する解（目指す生徒の姿）（Ａ規準）
「錯乱状態や急死などの危険性が理解できた。心理状態や人間関係など断りにくい状況もあるが、一度使用すると依存症状により止められなくなることも分かった。また、犯罪にも手を染め自分だけでなく家族にまで迷惑をかけることがわかったので違法でなくても使いたくないと思った。」
【学習課題】「事例を読み、この子はこの後どうなったか予想してみましょう。」








